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申請日：

残薬はほとんどの患者さまが悩んでおられ、過剰服用などのリスクにもつながるので、継
続して実施したいと考えています。

活動写真

催事名 ブラウンバッグ運動

開催日 2024年9月24日

催事内容

➢現状や目的・考え 定期処方を長く継続されている患者さまで「薬が余ってくる」と言われる方がいらっしゃいま
す。
患者さまの負担軽減や、残薬の詳細を確認することを目的に実施しました。

➢実施内容 投薬時に薬が余っていないか声掛けしました。残薬の具体的な数を把握されていないこと
を確認し、ブラウンバッグと長野県薬剤師会作成のパンフレットを配布。次回、薬を入れて
もってきてくださいとお伝えしました。

➢実施結果・効果 年齢に関係なく、残薬を把握できていない方が多く、次回受診時にブラウンバッグを持って
きていただくよう、お伝えすることができました。
また、残薬をしっかり把握している患者さまもおられ、次回受診前の処方医への情報提供
につなげることもできました。

➢参加者の感想 「家に帰ったらすぐに残薬をバッグに入れ、次回来る時に忘れないように持ってきますね」と
のお声をいただきました。

➢課題・改善点 30日分処方の患者さまが多いため、結果につながるのは次月となります。

➢今後の活動方針・抱負

申請企業名 クラフト株式会社

開催店舗名 さくら薬局　長野高田店

店舗住所 長野県長野市大字高田1259番地

健康サポート薬局　情報発信の取組み

スマート ライフロング プログラム

健康サポート薬局　活動報告

2025年1月6日
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